
 

会 員 各 位                                                            ２０２６年３月吉日 

小田急金森泉自治会 

 会 長 稲垣 明博 

  

  

第５５回定例総会のご案内 

  

  

  

   陽春の候、皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます。 

   ２０２５年度末を迎え、第５５回定例総会を下記のとおり開催致します。 

   ご多用中のところ大変恐縮ですが、ご出席頂きますようご案内方お願い申し上げます。 

  

記 

  

日 時 ： ２０２６年４月５日 (日)     午後５時～７時 

場 所  ：   ふれあいもみじ館  大広間 

議 題 ： Ⅰ．２０２５年度  活動報告 

    Ⅱ．２０２５年度  会員数・推移報告 

Ⅲ．２０２５年度  決算報告 

Ⅳ．２０２５年度  会計監査報告 

Ⅴ．２０２６年度  活動方針案 

Ⅵ．２０２６年度  予算案 

Ⅶ．２０２６年度  役員案 

  

  

  

●総会にご出席の際には、総会資料をお持ち下さい。 

  

●出・欠について、３月２９日(日)までに各班長へ 出 席 届 または 委 任 状 をお届け下さい。 

  

●欠席される方は、 委 任 状 の提出をお願い致します。 

「委任状に委任した方の名前未記入や〇印などない場合」、または「出席届を提出した方で、当日欠席

された場合」は、議長に一任することと致します。 
 



 

 



委  任  状  

  

小田急金森泉自治会長殿 

                                       (   ) 班   氏名              

  

  

２０２６年４月５日開催の小田急金森泉自治会定例総会の議決権を下記の方に委任致します。 

  

  

(   ) 班            様 ・ 議長 ・ 会長 ・ (   ) 班班長 

  

  

【委任する方の班名氏名】【議長・会長いずれか○印】【班名】のいずれか記入して下さい。 

   

ご質問やご意見のある方は、是非ご出席をお願い致します。 

   

総会に出席ができない方は、委任者へ事前にご質問やご意見をお伝えください。 

  

  

  

                                                                                       

  

  

出  席  届  

  

小田急金森泉自治会長殿 

                                       (   ) 班   氏名              

 

  

  

２０２６年４月５日開催の小田急金森泉自治会第５５回定例総会に出席致します。 

 

 



 



   

 

小田急金森泉自治会第５５回 定例総会資料 

 

 

 

 

 

Ⅰ．２０２５年度 活動報告 

Ⅱ．２０２５年度 会員数・推移報告 

Ⅲ．２０２５年度 決算報告 

Ⅳ．２０２５年度 会計監査報告 

Ⅴ．２０２６年度 活動方針案 

Ⅵ．２０２６年度 予算案 

Ⅶ．２０２６年度 役員案（名簿） 

 

 

 

 

 

日時：２０２６年(令和８年)  ４月５日(日)午後５時より 

場所：ふれあいもみじ館 大広間 

 



   

 

 

 



   

 

Ⅰ．2025 年度 活動報告 

 

（基本方針） 

 

“さまざまな活動を通して、お互いに声を掛け合い、支え合う地域づくり” 

 

１．活動全体の要約 

 感染症や地震など自然災害は常に起こっています。特に地震は必ず発生する自然災害で、これ

に備える自治会の役割は増しています。自然災害被害を減少するには、自助、共助、公助が求め

られます。自治会活動はまさにこの共助の一翼を担っています。 

 

 共助の礎には自治会会員が相互に顔見知りになる「ご近所さん」となる必要があります。当自

治会の区域内に居住されている方が自治会会員になることが理想です。しかし入会率は 100％で

はありません。より入会率を上げ、また現在会員どうしで共助できる体制が求められます。当自

治会では「自治会活性化プロジェクト」などを立ち上げ、常日頃から顔見知りになる行事を開催

してきました。たとえば 4 月の会費のお支払いを班別避難集合場所で一斉に行うことや、大規模

な防災訓練の実施や学習会などの開催です。 

 

 毎月の定例役員会は予定通り 12 回行うことができました。防災訓練、いも掘りの実施や共催事

業のバス旅行も開催しました。資源ごみ回収は毎月第 2、4 週の日曜日としてきましたが、2025 年

7 月より毎週月曜日としました。長年の課題である自治会館の建設は正念場を迎えようとしてい

ます。 

 

 自治会活性化の一環として会員への情報発信として小田急金森泉自治会のホームページ（試行

版）を公開し、当自治会の現在の動きや過去の自治会活動の内容を閲覧することが可能となり自

治会活動や役員の役割なども明確になりました。デジタル化も進めていきます。 

 

このような状況の中で、役員一丸となって以下の活動に取り組みました。 

 

1) 防災減災の意識啓発、大地震発生時の行動マニュアル（震度５強以上）に基づく勉強会と訓練、

防災資機材などの整備と管理、市連等近隣活動への参画 

2) ラインを含め地域ぐるみの防犯活動及び被害情報の伝達 

3) 親睦行事の実施 

4) ゴミのない街づくり 

5) 街づくり委員会による中長期課題などへの取組み 

6) 自治会館建設委員会による検討（「いずみに集う」を発刊） 

7) 自治会活動などの広報の多様化（ホームページの公開、ラインの連絡網） 
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２．防災活動 

1) 自主防災隊は、本部隊員 13 名、班別隊員 140 名、計 151 名（本部と班別に班長 2 名重複） 

2) 定例活動（毎月や毎年） 

・本部活動（原則毎月）➝活動計画立案、知識習得と訓練、資機材管理、広報と啓発活動 

・家族等データと班別防災隊員の更新（4 月頃実施、転出入などは随時） 

班長(または班情報隊員)が直接確認し、災害時の安否確認や避難支援などに活用 

家族等データは本部と班長が守秘義務をもって保持 

・高齢者見守り支援ネットワーク会議に 6 月参加（災害時などの要支援者情報共有） 

3) 資機材の整備と管理（倉庫 5 基、ミニ公園機材、街頭消火器 8 基、隊員や班長保持） 

・新規や補強 ➝ トランシーバー、布担架、本部隊員装備など 

・管理や補修 ➝ 電波利用料、倉庫整理品、発電機補修など 

4) 班長勉強会などと住民訓練 

・班長 ➝ 当地特性と大地震時の班長行動、トランシーバー通信訓練 

・住民 ➝ 班集合と避難、起震車・誤飲対処・心臓マッサージや AED・初期消火の訓練 

小川高校での初の住民参加の防災訓練(本部隊員・班長・いずみクラブなど) 

災害時の住民による消火活動訓練（スタンドパイプ使用） 

5) 本部隊員の勉強と訓練 

・研修等受講 ➝ 避難施設関係者事前研修、避難所での実際の生活や運営支援など講演 

・勉強や訓練 ➝ 布担架使用法、AED 使用の心肺蘇生法、放水ホース等取扱い訓練 

6) 小川高校避難施設開設委員会活動（5 自治会・学校・市職員からなり、事務局担当） 

・6 月  異動顔合せ、10 月 11 月の訓練準備 

・10 月 初の住民参加による避難広場・避難施設の開設など訓練 

・11 月 1 年生防災訓練への周辺自治会協働参加（災害時の協力要請と協働作業実施） 

7) 広報活動 

・防災だより 第 26 号「自治会防災訓練の参加呼掛け」（6 月） 

第 27 号「6/29 自治会防災訓練報告」（8 月） 

第 28 号「小川高校での初めて住民参加した防災訓練報告」（11 月） 

第 29 号「災害時の住民による消火活動訓練報告」（2月） 

・自治会報  熱中症注意喚起（7 月） 

近くの AED 設置場所お知らせ、消防団見学会お知らせ（8 月） 

11 月小川高校の生徒と周辺自治会の協働防災訓練報告（12 月） 

屋外たき火など火災注意喚起（2 月） 
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３．防犯活動 

1)  パトロールによる防犯活動の継続取組み 

 日常の防犯パトロール活動 → 月平均 179 名 469 回（4 月～1 月の 10 ヶ月平均） 

 年末夜間パトロール  → 7 日間実施、合計 63 名参加 

2)  特殊詐欺などへの注意喚起の活動 

町田市では特殊詐欺被害が多く発生しており、町田市全域での詐欺の認知件数は 263 件、金 

森東地区だけでも 7 件となっている。(2025年 1 月～2025 年 11 月) 

その他の犯罪では、侵入窃盗の認知件数が町田市全域で 135 件あり、金森東地区だけでも 4 

件発生している。また、金森東地区の自転車盗の認知件数は 18 件となっている。(2025 年 1 

月～2025 年 11 月) 

(※警視庁ホームページより） 

パトロールによる侵入窃盗抑制など、安心安全な街づくりに努めた。 

3)  被害情報の迅速な集約と注意喚起 

 特殊詐欺や不審者情報などへの注意喚起を行っている。 

4)  青少年健全育成南第四地区委員の活動 

 地区内の小学校長、中学校長、高等学校長、市議から学内と市内の活動等が紹介され、委 

 員間で共有された。 

 

４．清掃・環境活動 

1) 資源ごみ回収：毎月第 2、第 4 日曜日 7 月より毎週月曜日に変更 

2) みずき山緑地（旧みずき山ふるさとの森）：清掃、花壇整備（金森いずみクラブ） 

3) わさび田児童公園特別清掃 11 月 22 日(土)、12 月 7日(日)、12 月 14 日(日)(3 日間) 

 ※清掃後にわさび田防災倉庫内備品の紹介と取扱説明（自主防災隊の指導と対応） 

4) 定例役員会開催日の公園清掃(わさび田児童公園、みずき山緑地、金森ミニ公園) 

※合掌苑職員参加 

※公園清掃後に町田市公園緑地課へ回収依頼連絡 

 

５．行事活動 

1) じゃがいも掘り  6 月 14 日（土）119 世帯参加 

    （収穫物の一部を合掌苑、ねむの木保育園に寄贈） 

2) さつまいも掘り 10 月 18 日（土）113 世帯参加 

3) 金森いずみクラブ共催バス研修旅行 7 月 17 日、12月 12 日、3月 24 日予定 
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６．街づくり委員会活動 

「小田急金森泉地区街づくりプラン」における地元運営組織としての活動と、複数年度に跨るよ

うな自治会運営などの中長期的課題について、検討を行っています。 

1) 建築に関わる「事前連絡票」の確認作業→ 3 件 4 棟の報告がありました。 

2) 自治会館設立の検討作業は「自治会館建設委員会」により別途検討作業が行われているので、

資料提供等の協力をしました。 

a. 役員引継ぎ事項の確認作業をし、効率化のための検討を継続しています。 

b. 役員業務は会館設立後を視野に入れ、再編計画案を模索しています。 

c. ＳＮＳの活用拡大に向けた検討を継続しています。 

d. 現行班長マニュアル改善点の抽出作業を行い、検討を継続しています。 

3) 自治会活動の効率的運営のための検討・提案を行いました。 

4) 町田市市民協働推進課から提案のあった自治会の法人化について可能性調査をしました。 

検討の結果、別組織を立ち上げるに等しい作業が生じるため現実的ではないと判断しまし

た。 

5) 金森地区コミュニティバス運行協議会へ参加しました。会長：長谷川、書記：舩橋 

a. 全体会議（総会にあたる会議）・三者協議・役員会の開催 

b. 町田市地域公共交通会議への出席 

6) 役員会・自主防災組織などとの協議・情報提供 

7) 自治会ホームページを随時更新しました。 

8) 周辺自治会の事例収集 

a. 市民協働推進課主催の情報交換会への出席 

 

７．自治会活動などの広報 

1)  自治会報の配付及びホームページによる公開 

2)  回覧、掲示板の活用 

3)  わかりやすいホームページへの改良 

4) 「自治会報」「いずみに集う」「ただいま考え中！」「防災だより」の発刊 
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８．自治会館建設委員会 

予定地の現状 

ふれあいもみじ館へ引き込む電柱や地下電線があります。会館建設にあたり、これらを町田市

が撤去・移設した上で土地を提供することとなっていますが、その整備予算が確保できず、現在

に至っています。早期整備を要望しています。予定地は盛土造成された場所のため、地盤調査を

自治会で実施し、一定程度の地盤改良工事が必要なことが判明しました（いずみに集う 10 号参

照）。なお、ふれあいもみじ館は現状機能での建て替えを行わないとの市の方針が示されており、

令和 17（2035）年頃に廃止される可能性があります（いずみに集う 9 号参照）。 

 

建設予算 

町田市からの補助金は最大 1,500 万円までです。建設資材や人件費の高騰が進んでいることか

ら、引き続き会館設立準備金の積み立てを継続する必要があります。今年度は前回定例総会議

決に基づき、自治会会計から余剰金 70 万円を会館設立準備金に繰り入れました。今年度も「町

田市町内会・自治会集会施設整備事業計画申請書」を提出し、会館建設の早期実現を要望しまし

た。 

 

会館設立後を見据えた自治会組織の検討 

当自治会は任意団体として活動していますが、町田市からの提案もあり、法人化の検討を行い

ました。法人格のある自治会は「認可地縁団体」と呼ばれ、地方自治法により、その要件が規定

されています。法人格の要件を満たすためには会員制度、会計や会費、各種届出など大幅な見直

しが必要で、別団体を立ち上げるに等しい労力が必要なことがわかったため、当自治会の法人

化は現段階では現実的ではないとの結論に至りました。 

会館設立後の役員配置について検討を継続しています。会館関連の新しい仕事は発生しますが、

作業の効率化を図ることにより、従来よりも仕事量を減らすことを目指しています。 

 

広報 

会館についての情報を掲載した「いずみに集う」を不定期発行しました。 

 

情報収集 

会館は災害時にも拠点として活用できる堅牢性や高い断熱性能によるランニングコスト削減な

ど、様々な情報が必要です。町田市主催イベント参加のほか、建築資材等の展示会見学等を随時

実施しました。 

 

その他 

ＮＰＯ法人顧問建築家機構とも連携し、事業の円滑な進行に努めています。 
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担当別活動報告（1）

月 防　　　災

通年 防災隊本部定例活動を、原則として毎月最終日曜に開催

  （活動計画検討・各種訓練実施・資機材管理作業など）

4 班長非常持出し袋内の資料や機材など確認と通信訓練（有無・作動・電池・交換など）　（4/13）

各班の家族等一覧・班別防災隊などデータ更新を班長と住民へ依頼　（4/13）

今年度の防災活動計画策定 ・ 本部隊員等の各種管理台帳更新　（4/20）

5 家族等一覧・班別防災隊などの更新データ受領 と、6/29住民防災訓練の通知 （5/11）

班長勉強会開催　「当地特性と大地震発生時の班長行動」　（5/11）

布担架（肩掛けベルト付）購入と使用法確認　（5/25）

6/29自治会防災訓練の計画策定　（5/25）

6 今年度の自主防災隊組織表の全戸配付　（6月初旬）

防災だより第26号発行　「6/29自治会防災訓練の参加呼掛け」　（6/1）

高齢者見守り支援ネットワーク会議参加、更新データ確認　（6/3）

市研修受講　「避難施設関係者の事前研修（災害時の行政市民情報交換整備状況など）」　（6/11）

小川高校避難施設開設委員会活動　（異動顔合せ・10月11月の訓練準備）　（6/28）

自治会防災訓練（約100名参加・起震車・誤飲対処・心臓マッサージAED・初期消火）　（6/29）

7 自治会報掲載　「6/29訓練簡易報告、熱中症注意喚起」　（7/6）

6/29防災訓練の振返りから今後の訓練など検討　（7/27）

8 防災だより第27号発行　「6/29自治会防災訓練報告」　（8/3）

自治会報掲載　「近くのAED設置場所お知らせ ・ 8/31消防団見学会お知らせ」　（8/3）

町田市へ自主防災組織補助金交付の申請　（8/25）

9 自治会報掲載　「10/13小川高校避難施設の初の住民参加防災訓練お知らせ」　（9/7）

本部隊員の訓練　「AEDを使った心肺蘇生法など」　（9/28）

10 小川高校避難施設の初の住民参加防災訓練実施　（10/13）

本部隊員の先月訓練の復習　（10/26）

11 「秋の火災予防運動」　（11/9～15）

防災だより第28号発行　「小川高校での初の住民参加した防災訓練報告」　（11/2）

小川高校1年生防災訓練に周辺5自治会委員参加で、災害時の生徒協力要請と協働訓練　（11/13）

わさび田公園特別清掃参加　（11/22）
12 わさび田公園特別清掃参加　（12/7）

自治会報掲載　「小川高校の生徒と周辺5自治会の協働防災訓練報告」　（12/7）

訓練お知らせ　「災害時の住民による消火活動（スタンドパイプ使用）」　（12/7）

1 町田市消防団第２分団第４部へ新年挨拶　（1/11）

街頭消火器 8ヶ所の点検、消火器1ヶ所使用期限切れ交換　（1月初旬）

市防災講演受講　「災害から学ぼうさい・避難所での実際の生活や運営支援など」　（1/15）

自治会防災訓練　「災害時の住民による消火活動（スタンドパイプ使用）」　（1/24）
2 自治会報掲載　「屋外たき火など火災注意」　（2/1）

防災だより第29号発行　「災害時の住民による消火活動報告」　（2/1）

本部隊員訓練　「放水ホースの脱着など」　（2/22）

今年度活動の総括・次年度活動方針概要と予算立案　（2/22）
3 「春の火災予防運動」　（3/1～7）

町田市へ自主防災組織補助金実績報告書提出　（3/20までに予定）
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担当別活動報告（2）

月 防　　　犯

4 今年度防犯パトロール・班別実績集計表配布(4/13)

定例役員会にて報告

5 青少年健全育成南第四地区委員会の委員登録(5月)　

6

7 青少年健全育成南第四地区委員会(7/14)　南第四小にて実施

8

9

10 青少年健全育成南第四地区委員会(10/17)　南第四小にて実施

南第四小通学路一斉旗振り

11

12 年末夜間パトロール実施(12/8～14)　合計63名参加

1 年末夜間パトロール実施報告書作成(1/11)

定例役員会にて報告

2 今年度防犯パトロール・班別実績集計(2/1)

定例役員会にて各班長から集計表を回収

4月～1月の10か月分を集計

月平均179名参加、469回実施

青少年健全育成南第四地区委員会(2/16)　南第四小にて実施

3
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担当別活動報告（3）

月 清　掃　・　環　境

4 役員清掃(4/6 雨天の為、目視活動)、資源ごみ回収(4/13・27)

5 役員清掃 (5/11)

資源ごみ回収(5/11・25)

ごみ減量サポーター（廃棄物減量等推進員）推薦届提出

資源ごみ回収日、７月より変更決定。周知徹底の為、チラシ作成、配布、掲示。

回収場所を再確認し、業者に通知。

6 役員清掃(6/1)

資源ごみ回収(6/8・22)

7 役員清掃 (7/6 熱中症対策の為、目視活動)

資源ごみ回収(7/7・14・21・28)・7月より毎週月曜に変更

地域資源物回収報告書提出（4～6月分)

8 役員清掃 (8/3 熱中症対策の為、目視活動)

資源ごみ回収(8/4・11・18・25)

9 役員清掃(9/7)

資源ごみ回収(9/1・8・15・22・29)

町田市公益活動報告書提出 (上期）（9/8）

10 役員清掃(10/5)

資源ごみ回収(10/6・13・20・27）

地域資源物回収報告書提出 (7～9月分）

11 役員清掃(11/2) 　　　　　　　　　　　　　 　　　　  11/3 わさび田公園階段一部亀裂

わさび田公園こども会共同特別清掃 (11/22) 1～6班　　　    あり、町田市に連絡

資源ごみ回収(11/3・10・17・24)　　　　　　　　　    1/14 修理終了

12 わさび田公園特別清掃(12/7) 7～11班

わさび田公園特別清掃(12/14) 12～16班　雨天の為中止

資源ごみ回収（12/1・8・15・22・29）

1 役員清掃 (1/11)

資源ごみ回収(1/5・12・19・26)

地域資源物回収報告書提出 (10～12月分）

2 役員清掃(2/1)

資源ごみ回収(2/2・9・16・23)

3 役員清掃(3/1)

資源ごみ回収(3/2・9・16・23・30 予定)

地域資源物回収報告書提出(1～3月分)(4月予定)

地域資源物回収団体登録変更届出書提出（3月予定)

ごみ減量サポーター報告書提出（3月予定）

町田市公益市民活動報告書(下期)（3月提出予定）

8



担当別活動報告（4）

月 行　　　事

4 ●じゃがいも掘り準備・実施

　じゃがいも掘り地主様挨拶（4/5）

　5月役員会までに全戸配布の「じゃがいも掘りのお知らせ」原稿作成

5 　5月役員会時に「じゃがいも掘りのお知らせ」内容説明（5/11）・・その後全戸配布となるもの。

　6月役員会までに「当日の役割分担とその流れ」原稿作成

6 　6月役員会時、各班長より参加申込書回収しその後集計（6/1）

　6月役員会時、「当日の役割分担とその流れ」を説明（6/1）

　実施日前日、地主様と作柄・総株数の確認　畑前お宅へご挨拶・じゃがいもおすそ分け（6/13）

　じゃがいも掘り実施 119世帯参加（6/14）

　後片付け（6/14）

　収穫の一部を合掌苑、ねむの木保育園へ寄贈（6/14）

　参加実数を会長へ報告（6/14）

7 金森いずみクラブ共催バス研修旅行（7/17）

8 ●さつまいも掘り準備・実施

　9月役員会までに全戸配布の「さつまいも掘りのお知らせ」原稿作成

　さつまいも掘り地主様挨拶（8/17）

9 　9月役員会時に「さつまいも掘りのお知らせ」内容説明（9/7）・・その後全戸配布となるもの

　10月役員会までに「当日の役割分担とその流れ」原稿作成

10 　10月役員会時、各班長より参加申込書回収しその後集計（10/5）

　10月役員会時、「当日の役割分担とその流れ」を説明（10/5）

　実施日前日、地主様と作柄・総株数の確認　畑前お宅へご挨拶・さつまいもおすそ分け（10/17）

   (今回より、合掌苑、ねむの木保育園への寄贈を止めることにした)

　さつまいも掘り実施 113世帯参加（10/18）

　後片付け（10/18）

　参加実数を会長へ報告（10/18）

11

12 金森いずみクラブ共催バス研修旅行（12/12）

1

2 総会資料作成（～2/8）

次年度引き継ぎ書作成（～3/1）

3 金森いずみクラブ共催バス研修旅行（3/24予定）
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担当別活動報告（5）

月 街づくり委員会
4 定例委員会（4/13）　※定例委員会では活動概要の①～⑧を随時協議

ホームページ更新作業

5 コミュニティバス運行協議会（以下、運行協議会とする） 三者協議（5/9）
定例委員会（5/11）
運行協議会全体会議（5/15）
ホームページ更新作業

6 定例委員会（6/1）
ホームページ更新作業

7 定例委員会（7/6）
ホームページ更新作業

8 定例委員会（8/3）
運行協議会役員会（8/4）
ホームページ更新作業
運行協議会委員への経過報告

9 定例委員会（9/7）
町内会・自治会役員情報交換会（9/20）
ホームページ更新作業

10 定例委員会（10/5）
第34回町田市地域公共交通会議（10/7　書面決議）
ホームページ更新作業

11 定例委員会（11/2）
ホームページ更新作業

12 定例委員会（12/7）
運行協議会三者協議（12/17）
ホームページ更新作業

1 定例委員会（1/11）
運行協議会役員会（1/30）
ホームページ更新作業

2 定例委員会（2/1）
ホームページ更新作業

3 定例委員会（3/1）
ホームページ更新作業
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担当別活動報告（6）

月 会　　　計

4 会計業務、帳簿・通帳・印鑑の引継ぎ

業務の分担決め

各班へ会費集金依頼

入出金の事務（現金受け渡しなど）

月別収支の記帳・管理

5 入出金の事務（現金受け渡しなど）

月別収支の記帳・管理

6 同上

7 同上

8 同上

9 同上

10 同上

11 同上

12 同上

1 同上

2 同上

3 同上

決算報告書作成

次年度予算案作成

決算の会計監査
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担当別活動報告（7）

月 書　　　記

4 第54回定例総会報告書印刷

自治会報作成・印刷・各戸配布

掲示板(3ヶ所)：各種ポスター掲示と貼替え
5 自治会報作成・印刷・各戸配布

掲示板(3ヶ所)：各種ポスター掲示と貼替え
6 同上
7 同上 
8 同上
9 同上

10 同上
11 同上
12 同上 
1 自治会報作成・印刷・各戸配布

掲示板(3ヶ所)：各種ポスター掲示と貼替え

定例役員会にて総会資料作成作業について説明（1/11)
2 自治会報作成・印刷・各戸配布

掲示板(3ヶ所)：各種ポスター掲示と貼替え

第55回定例総会資料作成
3 自治会報作成・印刷・各戸配布

掲示板(3ヶ所)：各種ポスター掲示と貼替え

第55回定例総会資料作成・印刷発注・各戸配布

総会出席者名簿作成

総会報告書作成(4月予定)
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担当別活動報告（8）

月 自治会館建設委員会

4 第24回自治会館建設委員会開催（4/13）委員8人の役割分担決定。自治会館建設事業計画申請書提出の手順確認。

第54回定例総会での決定事項確認。今年度の活動方針を策定

5 第25回自治会館建設委員会（5/11）

＊ 「いずみに集う」第9号発信。自治会館の検討方針、ふれあいもみじ館の今後について発信　 

＊　町田市市民協働推進課打ち合わせ（5/9）第54回定例総会の報告。

＊  認可地縁団体(法人化)についての情報交換。「ふれあいもみじ館のあり方検討委員会報告書」に対する検証

6 第26回自治会館建設委員会（6/1）   自治会館建設計画申請書を町田市市民協働推進課に提出（6/20）

＊　認可地縁団体(法人化)獲得について議論した。メリット・デメリットを考察した結果断念する事にした。

＊　建設予定地の地盤調査について、丹羽委員とNPO法人顧問建築家機構と打ち合わせ内容を確認。

　　町田市市民協働推進課と情報共有し実施する事にした。

＊　2024年度一般会計の余剰金から70万円を会館特別会計に繰り入れ。

7 第27回自治会館建設委員会開催（7/6）　6月20日の市民協働推進課との打ち合わせ内容を報告。　

＊　来年2月に市長・市議選があるため、会館設立予定地の整備費用の決定について確認。経常予算に入れるため

　　3月末には決定するとの返答を得た。

＊　7月1日に建設予定地の地盤調査実施。調査会社地研テクノ株式会社、スクリューウエイト貫入試験。

＊　「いずみに集う」第10号の発信内容と発信時期について議論した。　

8 第28回自治会館建設委員会（8/3）　長谷川議長欠席。

＊　会館設立予定地の地盤調査報告書を基に結果報告。その結果建設時に基礎地盤改良工事が必要と判明した。

＊　会館運用の基礎条件の整理　①運営組織構築　②会館利用計画の整理　③会館利用規約の作成

　　　　④会館利用計画に基づく基本設計の検討 　⑤運営組織構築に伴う自治会会則の変更案を議論

9 第29回自治会館建設委員会（9/7）

＊ 「いずみに集う」第10号で建設予定地の地盤調査の背景及び結果報告、建設時に地盤改良工事の必要性を

　　中心に構成した。9月の自治会報と併せて配布。

10 第30回自治会館建設委員会（10/5）建設予定地の地盤調査費用を特別会計から33,000円（税込）支出。

＊　前回同様、会館利用や管理を想定し、建築や設備など計画条件の整理を行なった。

＊　断熱性能の重要性確認ほか。

11 第31回自治会館建設委員会（11/2）会館利用に伴う会館設備・備品について議論した。

＊　会館設備については、耐用年数を上げる事、ランニングコストを抑える事を主眼に議論した。

＊　年末の挨拶を兼ねて、来月市民協働推進課と会合を行い、課題を共有する事にした。

12 第32回自治会館建設委員会（12/7）

＊　12月13日（土）町内会・自治会集会施設フォーラムに稲垣委員長、長谷川議長、丹羽委員参加。

　　自治会館を保有している自治会の運営に対する、成功例・課題点等の情報交換をした。

＊　12月23日（火）町田市市民協働推進課打ち合わせ　市民協働推進課　小林係長、石川主任、鈴木氏

　　当方から稲垣委員長、長谷川議長、舩橋広報、板本委員、丹羽委員が参加。

　　自治会館建設委員会の今年度の活動報告・地盤調査結果（補強の必要性）及び整備予算の獲得依頼

1 第33回自治会館建設委員会（1/11）

＊　市民協働推進課との打ち合わせ報告。「町内会・自治会集会施設フォーラム」報告。

＊　会館建設に伴う「自治会の今後のあり方」について議論した。

2 第34回自治会館建設委員会（2/1）

＊　第55回　定例総会資料の作成及び校正。

＊　「いずみに集う」第11号の記事内容及び発行時期について協議　

3 第35回自治会館建設委員会（3/1）

＊　建設予定地の埋設物撤去及び整備の予算獲得の成否確定。

＊　総会に於ける対応について協議。
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担当別活動報告（9）

月 会　長　・　副　会　長

4 第54回自治会定例総会(4/6)

第1回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(4/13)

高齢者見守り支援ネットワーク会議（4/15)

防災会議(4/20)

5 第2回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(5/11)

高齢者見守り支援ネットワーク会議（5/13)

防災会議(5/25)

6 第3回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会（6/1)

高齢者見守支援りネットワーク会議（6/3）

じゃがいも掘り(6/14)

会館補助金について市民協働推進課との打ち合わせ（6/20)

自治会防災訓練(6/29)

7 第4回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(7/6)

高齢者見守り支援ネットワーク会議(7/8)

8 第5回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(8/3)

芋掘りについて地主と打ち合わせ（8/17)

9 第6回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(9/7)

高齢者見守り支援ネットワーク会議(9/9)

自治会情報交換会（9/20)

自主防災隊定例会議(9/29)

10 第7回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(10/5)

高齢者見守り支援ネット会議（10/7)

さつまいも掘り(10/18)

11 第8回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(11/2)

防災会議（11/30)

12 第9回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(12/7)

高齢者見守り支援ネットワーク会議(12/9)

町内会・自治会集会施設フォーラム(12/13)

自主防災隊定例会議(12/21)

会館用地等について市民協働推進課との打ち合わせ(12/23)

1 第10回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(1/11)

自治会防災訓練(1/24)

2 第11回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(2/1)

3 第12回定例役員会、街づくり委員会、会館建設委員会(3/1)
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Ⅱ．2025年度　会員数・推移報告

2026年3月末現在の総会員数 321 世帯

2025年4月～2026年3月の入会員数　　 2 世帯

　　　同　上 　　　　の退会員数 13 世帯

班別月別の会員数表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1班 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16

2班 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

3班 18 17 17 17 17 17 17 17 16 16 16 16

4班 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

5班 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

6班 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

7班 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

8班 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 21

9班 21 21 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

10班 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

11班 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

12班 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25

13班 19 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

14班 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

15班 21 21 21 21 20 20 20 20 20 20 20 20

16班 20 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19

総会員数 330 328 323 323 322 322 322 322 321 321 321 321

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

入会員数 2

退会員数 4 2 5 1 1

15







   

 

Ⅴ．２０２６年度 活動方針案 

 

（基本方針） 

“さまざまな活動を通して、お互いに声を掛け合い、支え合う地域づくり” 

 

（活動全体の方針） 

1) 防災知識習得、住民意識啓発、家族等データ更新、大地震発生時の行動マニュアル(震度 5

強以上)に基づく訓練等、資機材の整備管理、小川高校避難施設開設委員会の活動企画運営 

2) 地域ぐるみの防犯活動及び被害情報の伝達（ラインの活用） 

3) 親睦行事の実施 

4) ゴミのない街づくり 

5) 中長期課題などへの改善策検討・取組み 

6) 自治会館建設に向けた調査・準備 

7) 自治会活動などの広報の多様化（デジタル化） 

8) 自治会への加入促進（班長、役員の役割りの負担軽減） 

 

（個別活動の方針） 

１．防災活動 

 

 従前活動を継続し、内容充実・訓練習熟向上・防災減災意識や行動の啓発などに努める。 

1) 住民実態などの確認更新（家族等一覧） 

班別世帯別に、家族特性別人数（支援要望含む）・災害時協力者・班別防災隊員など 

2) 災害発生後の避難生活時の支援体制検討 

行政などとの情報伝達や支援物資受取り、見守り支援や地域安全確認などの仕組みづくり 

3) 高齢者見守り支援ネットワークとの災害時要支援者情報の共有 

4) 班長勉強「大地震時の班長行動」「トランシーバー」「初期消火や延焼防止の重要性」など 

5) 本部隊員や住民の訓練(安否確認・消火・救助・手当・避難・広場設営・避難施設開設など) 

6) 防災倉庫などの資機材整備と管理（消耗品や劣化入替え、補修など含む） 

7) 小川高校避難施設開設委員会活動への参画 

8) 「自治会報」「防災だより」など広報 

 

２．防犯活動 

 

1) パトロールによる防犯活動の継続取組み 

2) 特殊詐欺などへの注意喚起の活動 

3) 被害情報の迅速な集約と注意喚起 

4) 青少年健全育成南第四地区委員の活動 
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３．行事 

 

1) いも掘り（初夏：じゃがいも 秋：さつまいも） 

2) バス研修旅行（金森いずみクラブとの共催） 

 

４．清掃・環境 

 

1) ゴミ出しマナーの啓発 

2) みずき山緑地、わさび田児童公園、金森ミニ公園の共同清掃 

3) 資源回収によるゴミ減量 

 

５．街づくり委員会 

 

1) 建築に関する「事前連絡票」の確認作業 

2) 自治会館設立に関わる情報収集と調整 

3) 自治会活動の効率的運営のための検討 

4) 広報「ただいま考え中！」の発行 

5) 金森地区コミュニティバス運行協議会への参加 

6) 役員会・自主防災組織などとの協議・情報提供 

7) 自治会ホームページの定期更新と内容の充実 

8) 周辺自治会の事例収集 

 

６．自治会館建設委員会 

 

1) 建設予定地の電柱や埋設物の撤去移設が今年度予算で確保出来れば、撤去作業と並行して、

建築資材等の展示会見学等を行い、具体的な建築物の基本設計に着手します。 

2) 自治会館建設事業計画の申請をします。自治会館建設の補助金交付には町田市の予算措置の

関係から時間がかかることが考えられるため、今年度も市民協働推進課との連携を密にして、

少しでも早い補助金交付を目指します。  

3) 会館設立後の管理運営体制に伴う、自治会会則の改訂(案)について検討を深化させます。 

4) 自治会館設立後の管理運営方法、利用者の拡大促進についてハード・ソフト両面で研究・検

討に取り組みます。 

5) 自治会員に向けて広報誌「いずみに集う」を通じて情報発信します。 

 

７．自治会活動などの広報 

 

1)  自治会報の配布及び電子化 

2)  回覧、掲示板の活用 

3)  ラインの活用 
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Ⅶ．２０２６年度 役員案（名簿） 

役  職 班 氏 名 備      考 

会  長 7  稲  垣  

副 会 長 8 

10 

  齊 木 

  鹿 内 

 

書  記 3 

4 

9 

  加 藤 

  伊 藤 

  平 田 

 

会  計 11 

15 

  内 山 

  加 藤 

 

防  災 6 

12 

  安 楽 

  小 方 

 

防  犯 2 

16 

  舩 橋 

  大 貫 

 

行  事 7 

13 

  小 田 

  長 野 

 

清掃・環境 1 

5 

  石 川 

  宮 本 

 

街づくり委員会 14   若 梅  

 

役  職 班 氏 名 役  職 班 氏 名 

  会計監査 

 

1 

11 

  鷲 巣 

  五十嵐 

  自主防災隊長 

  副隊長 

3 

2 

丹 羽 

早 坂 

街づくり委員会 2 

2 

3 

5 

7 

8 

8 

 

 

  舩 橋 

  長谷川 

  丹 羽 

  岡 本 

  稲 垣 

  板 本 

  安 齋 

  会館建設委員会 7 

2 

2 

5 

3 

14 

8 

稲 垣 

長谷川 

舩 橋 

岡 本 

丹 羽 

若 梅 

板 本 

子供会役員 

  相談役 2 

8 

長谷川 

板 本 
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